
東 京 大 学 理 学 部

日召不口51`年 1月

巻

ら

ハ

　
・７

10号―一

目

尊  い  人
プラジルの新 しい大学

中間子 をめ ぐって

一核物理 グループの歩み―

Stieler's Handatlasと 佐久間象山

南の島か ら来た客

台湾植物べっ見記

私の読んだ本 (26)

「氷 河 時 代」
一人類の未来はどうなるか―

く学部消息、〉

次

光

男

三

男

敏

文

耕

幸

崎

田

津

上

山

多

朽

川

藤井  隆 ……・
久 保 亮 五 ……

木下清一郎

(2)
(3)

(7)

(10)

(11)

(13)

……・ (15)

(16～ 17)

大型脊椎動物の化石は、我国では一般の人によって採

集され、持込まれてきた標本が多い。従って産出にまつ

わる情報は、多くは不確実なものである。1898年 に田端

駅の建設工事が開始され、台地の先端を削 り取ったが、

そこから化石の象牙が一本発見され地質学教室に持込ま

れた。そこで当時、大学院学生であった吉原 (後に徳永 )

重康氏が現地に赴き、翌年にかけて何回か採集を行い、

貝化石のほかに海成砂層とロームに挟まれる青灰色粘土

層から自歯二本や骨片を発堀した。この結果は1906年 に

アンティクスゾウとして報告されたが、産出した地層な

ど現場の記載 もある。また著者は明記しなかったが、こ

れら象化石は同一個体から由来したとみているようであ

る。

写真に示 した牙は全長58cm、 根元の方は残っていない。

例の最初に持込まれた象牙である。歯の方は、いささか

貧弱な標本だが高さ10Cm、 右下の第 4日歯 (記載と異る )
の後半部で、前の方は磨滅し失われている。下顎から抜

け落ちる寸前であったと思われる。

さて、この標本は現在ではナウマンゾウに同定書れて

いるが、東京都内でその後に多数が発見された同種の化

石の第一号にあたる。また我国古生物学史上、専門の研

究者によって採集された大型脊椎動物化石第一号でもあ

t, '" >'/ , Palaeolorodon munanni (Makiyama, 1924)
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人い尊

井藤

私がまだ理学部の助教授の頃,終戦後まもない時

代のことである。京都大学から集中講義の依頼を受

けて,私は京都に向かう列車に乗つていた。たまた

ま隣りの席に乗 り合わせていたのが中国 (今で言え

ば台湾 )の人で,何かと私に話 しかけて くる。中国

の人によ〈ある大人の風格のある人で,話はただの

世間話である。日本でながい間商売をしていた人 ら

しい。

そのうちに,互 いに話にも飽きて,私は講義用の

原稿を取 り出して下読みを始めた。その人はそれを

横から見たのであろうか,急に,「 ああ, あなたは

学問をなさる人でしたか。尊いか方ですね。」と言

い出したのである。話はそれだけであるが,そのこ

とを今思い出した。

中国では,商業をしている人でもこんなに学問を

大切に思うのか。その人の面前で人をこのように言

うのが中国人には普通のことであるか。その時も,

今もまだわからない。

終戦直後のその頃は,今の若い人々には想像もで

きないことと思うが, 日本中が大混乱の時代であつ

た。食糧難その他のことはさておき,大げさに言え

ば,文化的大混乱の時代であった。

例えば,逗子,鎌倉から東京へ通 うために利用 し

た横須賀線は殺人的超満員で,私は肋骨を骨折し,

しかもそれを知らないていて,その後のレン トグン

写真で,医師から3年 前の骨折が自然治癒 している

と注意されたことがあつた。また, この線と平行 し

て走っている私鉄の何とか急行は,私の記憶ちがい

てなければ,た しかTKKで, ひ とはこれを「 トテ
モコンデハコロサンル」のTKKと 読んだ。

そういう満員の横須賀線の中で,人々は終戦と同

時に,急にあちこちで英字新聞をひろげ出した。戦

時中は敵性語とか言つて,学校でさえ英語をあまり

学ばせなかつたのだから,その変 り方はとにか く花

が咲いたように印象的だった。また,みすほ らしい

なりをした青年が (その頃は誰でもみすほらしかつ

たが ),その頃,岩波が出しはじめた雑誌「 世界 」

を手にして,満員電車の中で米兵を見上げて,誇 ら

しげに「 ワール ド, ワール ド」と言い,米兵は何が

ワール ドかわからないので,それを傍で見ていてお

隆  (動物・名誉教授)

かしかつたこともある。その他にも情けないと思 う

ことがいろいろとあつた。

そうかと思 うと,そ ういう電車の中で,自文の「論

語 」を立つたまま,落着いて読んている女子大生 ら

しい少女を見かけたこともある。その時は何かしら

ほつとして,その何でもないことを奥ゆかしいこと

rC思 つたりした。

だいたい,そ ういう時代に,は じめに述べたよう

な車中の中国人に接 したので,そ の時のことをまだ

覚えているのだと思 う。

とんだ昔話になつたが, これは, とにか〈,その

頃私が経験 したことの記録のつもりである。この頃

は,わが国もその頃にくらべればずつと豊かになり,

何よりのことであるが, よく考えてみると,先程言
つた終戦時の「 文化的混乱 」の方は,依然として形

を変えて,現在でも尾を引いて続いているような気

もする。 この頃は,「 人間尊重 」とか「 生命の尊厳」

とか,その種の言葉が世に7巳濫 しているが,その内

実は, ひとりひとりが「 人 」を本当に尊ぶことをも

はゃ忘れた社会になっているような気もする。学問

をする人が自分自身を尊いなどと思 うのはおかしい

が,他が「 その道の人 」を重ん じることは大切なこ

とだ。学問ばか りではなく, どんななりわいについ

てもそれは同じことで,個々の「 その人 」を大事に

思いたい。われわれの心に,おそら〈, もともと

具わっている「 人を尊敬する」という枠組を,われ

われの社会はいつのまにか忘れかけているのではな

かろうか。学問をしていると聞いただけて,一人の

若輩に向つて,「 尊い人」と即座に,一商人に言わ

せたような何かハ 昔の中国にもしあつたとしたら,

それはやはり文イヒであり,文 明というものである。
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ブ ラ ジ ル の 新 し い 大 学

サ ンパウロか ら1ヒ西 ,

約100b,海 抜 800mの

高原に Campinasと い う

町がある。近頃急に発展

している産業都市で人 口

約50万 , サンパクロに二

つある空港の一つはこの

町の近 くにある。サンパ

ウロとの間は立派なEx―

UNEEAMF

press wayが あつて,バスは10分 ごとに走っている。

その郊外 4 Km,緑の丘がゆる〈起伏する300ヘ クタ

ールの広い敷地の中に, まだ, ボツリポツリという

たたずまいながら,建設の槌音高〈,意気軒昂たる

新 しい大学一 Universidade Estadual de Campinas

一 がある。略称 Unicampと いう。

ブラジル滞在わずか10日 ほどのあわただしさであ

ったが, この Unicamp訪 間の旅に出たのは偶然のき

っかけであった。去る9月 末,Parisの B alkanski教

授を訪れたとき,た またま落ちあつた Leite教授 と

ランチを共にしながら, まだブラジルには行ったこ

とがないな,そ れじゃ早速,切符を送る,い つ くる

か, という話になつて しまつたのである。 antipode

の遠い国, 日系人80万 のいる国,広 い国土 と豊かな

資源,21世紀の将来をもつ国,だがあまりよく知 ら

ない国,そ こでどんな物理があるか, ともか く一見

してくる気になつた。

New Yorkか ら11時 FH5, Sao nu10 rc降 り立つと

暑い。 12月 3日 だからそろそろ夏休みに入 りかけで

ある。南回帰線は Sao Paul。 とCampinasの 間にある

から,太 陽はちょうど頭上を通る。 しかし, このへ

んでは夏冬の変化よりも,一 日の間の温度の変化の

方が大きいという。高原だから夜は涼 しい。果物 も

肉も豊富で,パ ーベキュといえば70mく らいの長い

串に刺 した大きな塊 りを,包丁で削ぎ落 して食べる。

私のかよわい胃ではもてあました。

十数年前の物凄いインフレのあと, 1964年以来 ,

軍人大統領のもとで,民主政治への移行はまだまだ

先のことであろうが,一応政情は安定 し,以来,高

度成長の道を歩んでいる。最近,沿岸油田の発見も

保 元   五  (物理 )

あるが,その開発は将来のことで, アラブ攻勢はこ

の国の経済にもショックを与え, こ 一ゝ両年は年率

30名 のインフレをもたらしている。 しかし,未開発

の豊かな資源と, ラテン民族の楽天主義は,将来へ

の自信をゆるがせてはいないようである。高度成長

のテンポは緩むであろうが, ケインズ経済学はこの

国ではまだしばらく生 き続けそ うである。 インフレ

に対 して給料はスライドする。高度成長の中で,中

産階級は厚みを増 し,労働者の生活も向上 した。低

所得者の住居問題にも大きな努力は払われているが,

大都市のスラムは未だ解消はしていない。貧富の差

は日本などよりずつと大きい。一方,技術導入,外

資導入で車の生産はめざましく伸び,サ ンパウロの

混みようは東京などよりもつと凄い。全体として見

ると,最先端をゆく現代技術から,未開のアマゾン

まで,歴史のすべての phaseを 具えなが ら,テ クノ

クラー トの指導のもとに21世紀を目指しているのが

このプラジルである。この観察を裏づけるだけの見

聞をしたわけではなく,以上は聞さかじり,読みか

じりであるが,短 かい滞在での印象でもある。大学
ヽ

というものにしても,そ ういう背景の上ではじめて

理解できる面がある。

日本と比べてもこの国は若い。大学 らしいものが

出来始めたのは 1930年代だときいた。 Unicampの

物理の実力者 PortO氏 は, この国の物理のPh.Dで 3

人目だとい うことであるが, まだ50才 にはなつてい

ない。現在,物理の Ph.Dは たぶん全国で200人 くら

いであろう。一方,近年の高等教育の急伸ぶ りはめ

ざましく,現 在,大学生は約 100万 というから,大学

進学率はすでにヨーロッパ諸国を凌駕 しつつある。

Working Classの子弟も大学に進めるようになつた。

ブラジルの総人口はほぼ 1億, 日本に次ぐ。都市ヘ

の集中も著しく,サ ンパウロ市は大東京に迫 りつつ

ある様である。サンパウロ州は最 も富んだ州で,工

業生産も最 も多く,教 育もいちばん進んでいる。ち

ょっとカリフォルニア州に似たところがある。

戦後の高等教育の急速な拡大は世界共通のことで,

そこにはらまれるさまざまの矛盾は, この国にも明

らかに看取されるが,上 に述べたようなプラジルの

久
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国情は,その様相にも独自なものを見せている。教  もこの円の内円に設けられる由であるが,ま だ建設
育の質と量, レベルの向上,特 に教育,研究に携わ  は終っていない。やはり石油ショッタ以来,大分テ
る人材の不足は当面の重要問題であろ う。

このような背景の中で, Unicampは 一つの理想 ,

それに大学院教育を担当 し, instituteと しての研

究活動を行なう。

ンポがお 〈れているのだそうでぁる。

1週間の滞在のうち,土 , 日の休みに加えて,月

Instituto de Fisicaは 4つの department sに分れ

て |ハ る。  1.  high energy,  2.  s。 lid state and

大きな野心をもって生れたもののようである。カッ  曜が Campinasの 町の祝祭日で休み,と いうわけで,
卜はこの大学の紋章である。学長の Vaz氏 は有名な  物理以外の lllstitutesを 訪れるひまはなかった。 3
病理学者 ?と きいたが, なみなみならぬ政治手腕を  回の講義をし,実験室を見て廻り,何人かの人々と
もち,大学行政の経験も豊かな人である由。わ Ⅵz  話をした。その見聞から得た知識はもちろん限られ
氏 1/Cよ ると, この紋章の 3つの丸 (赤丸 )は ,a rt,  たものではあるが, この Unicampの状況を語るもの
humanity, scienceで ,それぞれの放つ光が結合 し  として述べて見 よう:
て人類の幸せを生みだすという理念を表わしている。  物理の teaching staffは 120人 くらい, この中に
(technO10gyは ?と きいたら,それはもちろん, は Pll.Dを もたない人も半分 くらいで, prOfessOrは

scienceに 含まれる,と の答であった)。 そ うt/2う 理  約40人 である。大学院学生は今年は 133人 , その う
想で, プラジル始めての resea rch orientedの 大学  ちDOctOr courseの 学生が53人 ,来年は大学院学生
として構想されている。米国の Cal Techを 範 とし  総数 180人 にの17Fる という。 始まつてから,ま だ 4
たい, とLeite教 授はいう。現在の学生数は5000ほ  年にしかなっていないので卒業者はもちろん少い。
どであるが,将来は,学部学生を10000乃 至 15000,  74～ 75年 には30人 のmaster,5人 の doct Orを 出し
大学院学生を5000く らいの規模をめざしている。そ  ている。大学院にはもちろん,他の大学からくる者
うなるとCal Tephよ りも大分大きく,現在の東大 く  が多い。建物面積は現在, 12800m2,将来は20000m2
らいになるが,,大学院に一層の重点をお 〈全 〈新し  を予定 している。こういう数字でいうと,現在はほ
い大学, とい う構想はプラジルとして画期的である  ぼ, われわれの理学部の物理学教室と同 じ規模,将
にちがいない。

.

来はたぶん,理 学部 と教養学部の物理学教室の二つ
組織としては, instit utesと professiOnal schools を合せた規模, あるいはそれよりも幾分大きいもの

(fac,lties)の 2群 から成る。それぞれにdean  を考えているようである。 Unicamp全体の構想から
がいる。 dean Of lllstitutesは PortO教 授,dean Of 見れば,一応尤もな計画であろう。しかし,現在す
facultiesは Lcite教授,この 2人 とも物理学者であ  でに, Unicampは プラジル全体の物理のPh.Dの %
る。 institu tesは basicで, humanity, arts, を集めている。たぶん他の%が Sao Pad。 大学にい
mathematics, phy sics, chemistry,biolo g yの 各  て,残 りの%が全国の他の大学,研究機関に分散 じ
instituteに 分れている。 これらは, 1, 2年次の  ていることになるから, ブラジルの中でのこの大学
一般教育, 3, 4年次のそれぞれの専門学部教育,  の特異性を窺がうことができようというものである。

PrOfes s10nal schoolsと して現在は, electrical   material science, 3.a pplied physic s, 4 quan―

and mechanical engineering, ci宙 l engincering,    tum electrOnicsで ある。 それぞれの departmen tは
food techn010gy, education,medicin, dentalが  一つづつの建物をもち,そのほかに O ffice,lib rary
あるが, chemical engineerlng, nuclear enJneer―   を含 む 中央の建物, それに学生用実験室,講義室
ing, agricultural enginee ringを 計画中だという  の建物があるが,それぞれ 2階建程度の低 い建物で ,
ことである。 それらが外気に開いた廊下で結ばれている。未完成

300ヘクタールのキャンパスには,こ れらが二つの  の部分もあって手狭だ, ということでぁるが, ここ
群をなして建てられつつある。その一群は,admin-  2-3年の間にあちこちから集ってきた先生,若 い
istra tiOnを 中心 として, 病院がそれ rC隣 る。もう  研究者,学生たちがヮンサといて,廊 下のあちこち
一つの群は,径 300mの 円形広場をめぐる insti―   で立話をした り,そのへんに腰を下 したりしてガヤ
tutesの群と,それらを取囲んで配置される profes―   ガヤいっている。もつとも, もう試験も終 り,夏休
siOnal schoolsの群Cそ れらは径 lhの円をなして  に入 りかけで大分, 閑散になったところらしかつた
いる。レス トランその他,学生,職員のための施設  が,何 しろ暖国のことだから,そ ういう雰囲気は御



想像がつ くであろう。ただし,キ ャンパスの整備は

まだまだ先のことなので,新開地 らしい落着かなさ
は気に召さない人 もあるだろう。    .
当然のことながら, リーダー格の教授たちは,米
国,欧州で学位をとり,働いてきた人ばか りである。
若い年代の教授,助教授たちも同様である。 どとそ
こで会ったことがあると,思 いがけない再会を喜び

あった人々も少くなかつた。 PortO, Leite両氏とも

長くBer Lab7Cい たせいか,そのほかにもBellか ら

移つてきた人々が大変多い。国籍 も多様で, 日本か

らは今のところ唯 1人 (電子総研から行っている塚

原園子氏 )で あるが,米国, アルジェンチンが目立
つほか,い ろんな国の人々が集ってきている。
High energyは Powellの 研究室でOcchialiniと と

もに宇宙線の中にπ, μ中間子を確認 したLattes

教授が中′いで,今 も宇宙線の研究をしてt/bる グルー
プである。これには, 日本の藤本,長谷川氏 らが協
力 してボ リヴフアでの観測をつづけている。加速器

による研究は現在はない。液た,低エネルギー原子
核の研究もこ にゝはない。

したがって, こ のゝ物理は,宇宙線を別とすれば,
物性的研究,応用物理的研究に集中していることに
なる。 リーグーの好みと方針であろうが,特 に団体
光学的なものに驚 〈ほどの集中ぶ りである。 レーザ

ー分光,特 にレーザーラマ/の装置のたぐいがいく
つあつたか, ちょっと覚え切れないほどである。去

年の春,団 体による光散乱の国際会議が大々的にこ
ゝで行なわれたのは,一つにはこの新しい大学の物
理の PRで もあったようであるが, こういう分野の
研究の一大中心を創 り出し,それを突破口にこゝの
物理を築き上げようという意気込みがすさまじいほ

どである。 もつとも, ちょっと装置がこわれても,

この国の事情からは,オ イソレとなかなか補修でき
ない悩みがあって, 折角ある装置も, 今はこれは夕・

メだ, というのがちょいちょいあった。これは日本

も同様かも知れないが。結晶解析装置,電 子顕微鏡,

結晶製作装置,ヘ リウム液化器,等 々,物性研究の

基本設備は一応整備されている。実験屋でない筆者

にはよくはわからないが,今のところ,大体, 既成
の機器をタンマリ買い込んだ, という感じで,活綾
な研究は目下準備中, というところである。大学院

学生にしても, 日下訓練中であろう。 しかし,ベ テ
ランの研究室で進行している研究も少 くはない。

Po rto氏 は,強 誘電体のラマン散乱の研究か ら,い
わゆるソフトモードの存在に疑間をもつているよう

で,一流の議論を大分吹きかけ られた。
研究題目としてきかされたものをともか 〈列挙す

ると,磁気共鳴,低温物理, X線 マイクロアナリシ
ス,結晶成長,固体光学,表面,薄膜,触媒反応 ,
半導体 レーザー, レーザープラズマ,太 陽エネルギ
ー利用,水 素発生, オブティヵルファイバ等々。こ
れらの中には,応用物理的色彩の強いものも少 くな
い。応用面を強く打出すことは, ブラジルの現状か

ら見ても, また物理学の現状から見ても,一 つの明
確な方針として意味があることと思われる。

理論の教授は15人 くらいというから,かなりの勢
力であるが,特に理論物理の departmentを つくつて
はいない。あちこちの departmentに 分属 している。

物性理論としてやっていることは,世界の大勢 とそ
うちがいはない。たとえば phase changeは , こ こ

でも関心をもつ人は多い。優秀な若い人もだんだん

に集ってきているように見受けられた,,

今までの設備投資にい くら使ったが, ときいたら,

約20億 円 くらいだろう, という返事であった。これ

は眺めて廻つた感 じと大体‐致するが,僅か 2-3
年の投資としてこれは箱当な金額である。また年間

予算については, Leit c氏 に よると約12億 円,PortO

氏によると何やかや合せてその倍近 くにもなるかと

いうことであった。これには機械,図 書も含まれる

し,人件費も含まれる。人件費といえば,サ ラリー

は米国並で,教授で年 3万 ドル,助教授で 2万 ～ 2
万 5千 ドル,大学院学生 もすべて,連邦か州のスカ
ラーシップをもらい,不足分は大学 との契約でカヴ
ァしている。これらの総計は上 1/Cい った額の半分 〈

らいになるかもしれない。人件費を除いてわれわれ

と比較するとどうなるか,は っきりはしないが,何
倍かになるだろう。少 くとも 今のところ,研究費が
足 りない,な どということではなさそ うで,豊富な
研究費に応える活動をどうするか, というのが問題

なのであろう。ゎれわれどすれば,大変羨ましい話
である。

豊富な研究費,教育費,高 いサラリーは しかし,
プラジルの大学に共通ではない。 Unicampはそのユ

ニークな性格の故に,特別な集中を享受 しているよ
うである。ほかにもいくつか,少数の大学はこれに
及ばずとも,かなりよい環境 lrrぁ るものもあるよう
であるが,一般 1/Cは,研究費はずっと貧しいし,サ
ラリーも,それほどrCは ゅかないようである。
Campinasのほか, 3ケ所の大学を1日づつ訪ねた。
Campinasか らさらに北西に 100L7nあ まり,SaO oar―



10sと い う落着いた町にサンパウロ大学の分校があ

る。 こじんま りした物理学教室があつて,そ こには

GrOss教授といって戦前, ドイツか ら逃れてきた先

生がかられる。この人はエレタ トレットの草分けで,

その影響でブラジルにはエレタ トレットの研究がか

なりある。また, この教室 lrcは,色中心の研究のよ
いグループがあるし,理論でもなかなかよい人がい

る。そこでパッタリ, Buffalo大 学の石原明氏 rC会

つた。しばらく滞在するためにちょうど到着 したと

ころで,久潤を叙 じ奇遇を喜んだ。
サンパウロ大学は Sao Paul。 市の外れ rC近 く,数
百ヘクタールの広大なキャンパスにある。こ にゝは

1万数千の学生がいる。物理はたぶん, Unicampと

同じ位の規模であろうが, こ のゝ方がしにせて,落

着いた感 じである。 この大学を日本から訪れた人々

は今までにもかなりある。湯川先生, 片山泰久氏,

武谷三男氏の名は人々の記憶にあるし,近 くは戸田

盛和氏もしばらく滞在された。こゝには新しいタン

デムがある。ペレット式の第 1号 とか, いろいろ技

術的問題がまだあるようだが,ほぼ見通しがついて

活動 しはじめている。おとなりに原子力研究所があ

って,そ こrCは大阪市大の大倉教授が lVatanabe教

授の招きで滞在中で,私の訪間をたまたま知つて物

理教室に来 られ, こゝでも奇遇を喜んだ。

LO de Janeiroで はカトリック大学を訪れた。こ

れは私立大学で,財政的に困つているのは日本の私
立大学 と同様である。物理教室には新 しいヴァンデ

グラーフができたばかり, しかし, これは原子核実

験ではな〈,原子物理や固体物理に使 うという。プ
ロトンピームによる特性 X線 を使っての極微量分析

などは,他所でやっているかどうか知 らないが,面
白く有用な仕事のように思えた。この教室でも,色

中心の研究がある。ブラジルで色中′いの仕事が盛ん

なのは何故か,と きいたら,貧 乏だから, という返

事であった。たしかに,比較的小さい投資で物理的

に面白い固体物理の問題として,こ れはやはり恰好

なものである。おくれて近代物理が始まつた国々の

多くの例のように, プラジルでも素粒子理論,原子

核実験 ,それから固体物理という発展の道を辿って

きた。固体物理が始まつてから10年 〈らいのもので

あろう。

ブラジルの物理の育ての親として慕われているの

はイタリーの物理学者,Wat aghin教授である。教授

は今はイタリーrC帰 つたが, Campinasの Instituto

de Fisicaは 彼の名を冠している。 BOhm, S hoen―

berg両 教授 も1950年 代の指導者であつた。 Bohm

氏は今は英国ときくが, shOenberg氏 はしば らく前

に政治的理由で引退させられ,今は美術かなんかの

審査などしているといううゎさであつた。

日本に若い人を留学させたい, という希望をしば

しばさいた。また, ブラジルの科学のために力を尽

そ う, というならば, 日本の科学者の協力を受入れ

る場も大分ありそ うである。科学者,技術者rCは 日

系市民がわりあい多いそ うである。そういう人々が

日本で勉強することは,生活環境としてもなじみ易
い利点があろう。また, 日系市民に限 らず, 日本 rC

期待するものも少 くないにちがいない。

歴史的,地理的,政治的条件にちがいはあるが,
ブラジルの識者が日本の歩んだ道に強い関心を寄せ

る意味はよ〈わかる。ブラジル人からも,ま たブラ

ジルにいる外国人 も(日 本人を含めて ), ウル トラ
モダンと共存するちょっとどうにもならない後進性

を歎 〈声をきいた。私たち自身,同 じ声をかつて発

したし,今でも,そのなげきを解消しきつてはいな
い。そういうところにも互いに学び,共 に学ぶとこ
ろもあるにちがいない。

日本とプラジルの間には,文化交流の基本的な諒

解はあるそうでぁる。 しか し,具体的なものとして

どれだけ進んでいるか,科学,技術交流,特 にアカ

デミックレベルでの交流の取 りきめのようなものは

できていないようである。 どんな場合 rCも ,個人の

間の信頼が基礎になり,個人的な接触からそ ういう
ものが積上げ られていくことではあるが,それをゃ

り易いように, エンカレジするように,公的機関の

援助が必要である。学振あたりで取上げてほしい問

題である。

東大名誉教授の橋口隆吉氏 も昨年,前記の原子力

研究所にしばらく滞在された由である。最後に述べ

たことについては,同 氏も非常に強 く同じことを感

じておられる由,最近か話を伺 う機会があつた。



中 間 子 を め ぐ っ

一 核物理グループの歩み ―

て

山

原子核を構成する陽子 。中性子の間にはたらく強

い力 (核力 )を担 うものとして湯川博士が中間子(そ

の後パイ中間子と呼ばれるようになつた )の存在を

予言されたのは, あまりにも有名な話である。戦後

まもなく完成 したバークレーの 184イ ンチ・シンクロ

サイクロトロンでパイ中間子が人工発生 したのは

1947年 で,そ の後,毎秒106ク のパイ中間子,104ク の

ミュオン (パ イ中間子の崩壊生成物 )が とりだされ

るようになつた。現在は, この100倍以上の強度 を

生みだすファシリティ ‐― メノン・ファクトリーー

が誕生 しつつある。今や中間子は,素粒子理論の愛

玩物でなく,原子核・物性・原子分子 。化学 。生物
・医学などの新しい展開をうながす魅力ある道具と

なつている。われわれ,物理学教室の核物理グルー
プは,いつの間にか,中間子 FC大 いにかかわりあう

ことになつてしまつた。今日は, このグループの 8

年間の歩みを裏面からたどつてみたいと思う。核物

理の研究は,大型科学に属 し,か なり大きな研究投

資を必要 とする。これまでも,文部省, 日本学術振
興会,仁科財団,東 レ科学振興会,三菱財団などか
らの援助で,又,多数の研究機関の設備をつかつて,
研究が行われてきたので, インフォーマルな観点か

ら現状を報告する責任を感じていたところである。

あわせて, いかにわれわれの活動が,理学部内外の

高い学問水準に支えられ,はげまされてきたか,に

も触れてみたいと思つた。

中性子は電荷をもたないのに,大 きな負の磁気モ

ーメントをもつ, というおどろくべき事実がある。

これは,中 性子が負電荷をもつパイ中間子と陽子 rC

解離しているものとして (あ るいは,三 つのタォー

タの集合 として )理解されている。現実に存在する

陽子 。中性子は中間子の雲で ドレス・アップしてい

るのである。 しかし,原子核の構造 。性質には,パ
イ中間子の役割を explicitに 考える必要がない, と

いうのが常識であった。 しかし,すでrC 1951年,若
き日の宮沢弘成先生 (当 時,大学院 1年生 )は,核
子の軌道運動に伴 う磁気モーメントの g因子 (glと

呼ぶ )が核内でのパイ中間子の発生 。消滅のために

崎 敏  光 (物理)

異常を示す ということを理論的に予言 していたが,

最近にいたるまで,世 の中から注目されていなかつ

た。その証拠に, これまで書かれたいかなる原子核

の教科書にも,陽子は gュ =1を もち,中性子はgl=
0を もつ, と,疑 うべからぎる第一原理かのごと〈
に書かれているのである。ついでながらつけ足すと,

1954年 ,若 き日の有馬朗人さん (当 時,大学院 1年

生 )も ,核のコア・ポラリゼーション効果の神随を
はじめて明らかにした有馬・堀江理論によって,核
磁気モーメントの一方の本質に迫っていた。潮L道磁

気モーメントの中間子効果の予言を誰も問題にして

いなかつた裏には, この効果だけをとりだして実験

的に立証することが不可能 と考えられていたからで

あろう。恐 らく,当 の宮沢先生 もそれが実証される

日が来 ようとは,思 つてお られなかつたrcちがいな
し
^。

この夢をかなえることになったのは,1960年 代の

原子核の研究方法の発展である。その第一は,森永

晴彦教授 (当 時,理学部教授,現在, ミュンヘンエ

科大学教授 )の イン・ ビーム・ ガンマ線分光学の方

法で, これにより,原子核の高い角運動量状態を選
択的 rC生成させることが可能となった。第二には,

核研の坂井光夫教授 らの核反応核整列の研究,第二

は,阪大の杉本健三教授 らの開発 した励起核の核モ
ーメント測定法である。 1966年 ,サ イクロトロンか

らの微視的パルス・ ビームをつかうと, これまで全

く知 られていなかつた短寿命のアイソマー状態がぞ

〈ぞ 〈と見つかるよう1/Cな つた。その うちの一つに,
2Ю
P。 の11~状態というのがある。この状態は陽子の

二粒子状態で,その角運動量はほ とんど軌道角運動
量だけか ら成っていると云つてよい。又,寿命 24

n secと いうのは,核 モーメン トの測定に最適であ
った。

私は, 1967年 9月 に理学部に転任 して新 らしいグ

ループをつ〈ることrCな ったが, このときどうして

も続けてみたかったのは, この11~ア イソマーの磁気
モーメントの決定であった。当時, 日本でつかえる

加速器は,理化学研究所に新 らしく完成 したサイク



ロトロンだけであつたが, さいわい熊谷寛夫教授と

故松田一久博士のお取 り計 らいで,東大グループは

多 くの新 しい実験をすることができるようになつた。

しか し, この実験のためには,エ ネルギー分解能の

よいガン々線検出器が絶対不可欠であった。 1967年

以来,1日 館 241号 室で斉藤宏之君 (当時,理学部技

官 )が大型グルマニウム検出器の製作に没頭 し,そ
の甲斐あって30 ccく らいの検出器が誕生,こ われる

危険を犯しつつも,本郷か ら理研に運んでセット・

アップした。又,回路室の霜越文夫さんが,数に強

くて分解能のよいパルス増巾器を作つたことも,大

きな助けとなつた。こうして1970年 5月 にまる2日

間の実験がはじまった。 このとき私は風邪で40度 に

もなる熱を出してしまつたが, アスピリンとコニャ

ックでこの危機をのりきつた。数時間ごとに,統計

精度は目に見えて上つていった。マシン・ タイムの

終 りごろには, gェ =1■ であることが確定 していた。

われわれ一同,興奮すると同時に眼を疑つた。とい

うのは,当 時のわれわれは不勉強で,20年前の宮沢

理論の予言 (ま さに1.1)す ら知らなかつたからであ

る。 (ミ ググルは別の効果からgl=085と 云つてい

た。)云いかえれば,われわれは理論のパイアスな

しに実験をやつていたのであつた。この一連の実験

の主力は,野村亨君 (当 時,理学部助手,現在,理
研研究員 )と 永宮正治君 (当 時,阪大大学院生,現

在,理学部助手 )で,特に永宮君は,中 間子効果の

問題で堂々たる学位論文を書き,理研の欧文報告と

して印刷公表されたとき,世界中の注目を浴びた。
折から,1972年に大阪で開催された「 核モーメン

トと核構造 」国際会議において, ジェリー・ プラウ

ン,宮 沢弘成両大家につづいて私が実験の面か らの

報告を行 うことができたのはさいわいであつた。そ

の後,有馬グループの理論的研究か ら中間子効果自

体はもっと大きいものであることもわかつてきたし

他の現象との関連も教育大の藤田純一教授によって

明らかにされた。こうみてくると, この研究分野は,

はじめから最後まで,日 本の理論 。実験核物理学者

によって拓かれて来たわけなのである。

核アイソマーの磁気モーメントは,放射線を検出

手段 とするために,全 くトレーサー・スケールを扱

うので,通常のNMR法やメスバウアー法のもつてい
る限界をつきやぶる可能性がある。1972年, 医科学

研究所 (港区白金台 )に 医用サイクロトロンの設置

がきまつたとき,理学部のわれわれは,そ こに「 核

物性研究設備 Jな るものをおき,そ のサイタロトロ

ロンのビーム・ タイムの一部を活用することになつ

た。 これは,は じめての interfacuit yの プロジェタ
トであつたので,種 々の困難が横たわつてはいたが,

当時の久保理学部長と佐々医科研所長のお骨折 りで

スター トすることができるようになった。 このサイ

クロトロンは,26 Mev陽子,15 Mev重 陽子,30Mev

アルファ粒子,38Mev 3He粒 子を加速できるので,

われわれの目的には最適であった。ゎれわれのかか

げた目標は, アイソマーの核モーメントの研究,そ
れによる境界領域の研究,な どであるが,そのため
に力を注いだところは,い かなる波形のパルス状ピ

ームをも自由自在 rC出 すことのできる,二段がまえ
の高圧静電 ピーム偏向装置,それと低雑音検出器系

をサイクロトロンのRF.か ら守るために,大 きな
実験室を高周波密閉すること,な どであつた。この

サイクロトロン棟は,白金キャンパスの緑地環境を

守るためrC,地下要塞の形をとつたが,内部には数
々の工大をこらした仕掛けがある。施設部の鈴木さ

んは設計にあたり,われわれの難 しい要求を全部と

り入れて下さつた。建築中, 中井さんと私は,電気 ,

水道管,遮薇用鉄板,ア ース,な どをこまごまチェ

ックするために, 白金台まで日参 した ものだ。1974

年 1月 か ら物理実験が開始され,中井浩二さんの指

揮のもと, Krや Xeガス中に生成するSrや Baの ア

イソマーの超微細相互作用の研究,その他が成功を

収めた。叉,血 0な どの磁性酸化物をα粒子で照射
すると

16。
(α , p)19F反応で88 nsecの寿命をもつ

19Fの
アイソマーが生成 し,それが酸素のサイトを占

めるので,い わば酸素NMRの代用をなすこともで
きるわけである。医科研サイクロトロンでは,今 も

このような実験プロジェク トが走っている。

さて,1972年 に,旧館地下の実験室の永嶺謙忠君

(助手 )手作 りの ■e-4He稀釈冷却器中で,Biの

放射性同位元素の偏極が実現された。これは, もつ

とも重い原子核の偏極ターグットが世界ではじめて

実現したことを意味 し,い ろいろな新しいタイプの

実験に応用の道が開けた。永嶺君 と私が提案 したの

は,偏極ターグットを偏極 ミュオンと組み合わせて
ミュオン原子 X線のスペク トロスコピーを行 うこと

であつた。こうすると, ミュオン原子におけるミュ

オンー原子核超微細構造の F量子数を人工的に選択

でき,超徴細定数を精度 よく決定できるのである。
ミュオンは原子核の近傍に東縛されるので, この量

は核磁気空間分布についての知見を与え,中間子効

果の問題にメスを入れることもできる。この提案は

-8-



ヴァンクープァーのメソン・ ファタ トリーで受け入

れ られ,現在,実験の準備中である。
この問題を考えているうちに,われわれは偏極 ミ

ュオンに伴 う現象に多大の興味をもつようになつた。

ミュォンは “重い電子
｀
とも云 うべきもので,ス ピ

ン%を もち,正,負の荷電に対応 して二種類ある。

重要なことは,パ リティ非保存のおかげで, ミュオ

ンは自然に偏極していること,偏極した ミュオ /が

崩壊するとき発生する高エネルギー電子は, ミュオ

ンのスピンに関して大きな空間非対称性をもつのC
ミュオンのスピン回転が容易に観測できることであ

る。われわれはこの方法を,NMRや ESRになぞつ

て,μ SRと 名づけることにした。μ
+は “軽いプロト

ン
｀
と考えるのが適当で,いわばμ

+SRは微量のプロ

トン・レゾナンスrC対応する。 トレーサー・ スクー
ルのプロトン・レゾナンスがいかに難しいかを考え

ると,″ SRは何と巧妙なものであろうか。 この二,
三年の間に,半導体,磁性金属中におかれた/t4の

感ずる磁場はどんどん決定され,今,話は,独得の

異常温度依存性にまで及んでいる。又, μ+SRは ,

固体中の量子拡散, トラッピングの問題を研究する

絶好のプロープでぁることが明らかとなつた。さら

に面白いことは, μ十は物質中の電子と結合 して,

水素原子様のミュオニウムを生成することである。

μ十が裸でぃるか, ミュオニウムになつているかは,

スピン回転のラーモア周波数が100倍 ちが うので,容

易 rC検出される。μ
+sRの 方法により, 水素を含む

化学反応時間を徴視的に決定できるようになった。

今では, グァンクーヴァーのわれわれの仲間たちは

「 ミュオニウム化学 」とい う新分野を開拓しつつあ

る。

ではμ
~は
どうか ? μ~は原子核に引きつけられ

てミュオン原子を形成 し,や がてその基底状態 (ls)

にとどまる。このときμ
~は
原子核の周辺にいるから,

原子か ら見れば,核の電荷が一つ少な〈なつたわけ
である。ここFC,Z-1の核が トレーサー・スクール

で出現 したことになる。たとえばμ
~を
酸化物 に入

れれば, μ
~0核
を形成し,そ こでの内部磁場を感 じ

て くれるから,通常困難とされているC, 0な どの

偶数原子番号の元素のNMRに対応することを,簡単
にやって〈れる。その他, これにまつわる興味はう

きなかったが,1972年 当時,全 〈前人未踏の分野で

あつた。その頃,山 口淑夫さんが「 日本物理学会誌」

に “中間エネルギー領域の核物理は過疎地域“とし

て,二 回にわたつて熱のこもった解説を書いておら

れたが, このμSRは その解説にも全 く触れられてい

なかつたほどだから, ウル トラ過疎地域であったこ

とはまちがいない。

私は,1973年 はじめ,パ ークレーの 184イ ンチ・

シンクロサイクロトロンでこの実験を行 うため, チ

ェンバンン教授と交渉に入つた。チェンパレン教授

は, こちらの熱意にうたれたのか,東大グループの

参加を快諾 しようとしていた。 しかし, このとき,

米国AECは ,こ の加速器の維持費半減を,他の数多
くのシャット・ダウンと共に,決定 してしまつてい

たのである。このようなときに,新 らしく外国から

のプロジェク トを採択することには,大 きな抵抗が

ぁった rcち がぃなぃ。現存するプロジェタ トと新規

のものとをきびしく評価する五人委員会ができ,結
論はお預けになった。われわれはもう駄目になつた

と思つた。 しか し,ニ ケ月たってわれわれの手にし

たニュースは,東大グループに トップ・ プライオリ

ティを与えるという委員会の結論であつた。

1973年 6月 ,永 宮君 と大学院生の橋本治君,そ し

て私が,第一陣としてバークレ_に乗 りこみ, カウ
ンター,電磁石などの準備を開始 した。この初期の

段階での三菱財団の旅費援助はありがたかつた。こ

れ以後, 日本学術振興会とNSFの支持を得ることが

できた (と いつても,十分ではなく,つ もる債務は

いつも私を悩ました。)。 その 9月 には永嶺君, 阪大

の杉本健三教授も到着,短期決戦の準備は成った。

(あ とになつて,中井さん,小林俊一さん も参加さ

れた。)10月 1日 ,は じめてのビーム。 これから二

ケ月ほどは,云いつ 〈せぬほどの苦闘の連続であつ

た。われわれの予測できなかつた困難が次から次へ

と起つてきたのである。殆んど毎日のように,朝 7

時から午前 1時まで釘づけになつた。マシンのサン

ドウィッチで夕食をすまさねばならぬこともしばし

ばであつた。私は, これだけの人間を無為なことに

投じて しまつた, という責任感で,切腹でもしなけ
ればならない気持になつた。 しかし,頑張れば光明
があらわれるものである。幾多の努力の末,実験装

置の性能はいつの間にか格段に良くなっていた。

この苦難は,克服 してみると,逆にわれわれに大

きな自信と経験を植えつけたし東京から来たアマチ

ニア・ チームrC何ができるか, と冷ややかに見てい

る人もあったろう。予備段階のマシン・ タイムを消

化 して, チェンパレン教授に問題点を報告 したとき,

この高エネルギー実験の大ペテラン (反陽子の発見

でノーベル賞を受賞 )か ら 1時間以上に及ぶ鋭い質



間の砲火を受けたのであるが,彼は私の答に完全に
満足 し,以後,莫大な量のマシン・ ′イムを東京グ
ループlFC与えることになった。チェンバレン教授は

関係方面へ親切な手紙を書いてくれて,われわれは,

はじめ年末で打切る予定だったこのプロジェク トを,

大巾に延長することになったのである。思えばこの

184イ ンチ・サイクロトロンは建設後30年 rCな ろうと

していて,翌年にはシャット・ ダウンされるという
うわさでもちきりであった。私はAECの高官1/C手紙
を書き, この歴史的なシンクロサイクロトロンは未

だ健在であり,われわれはさらに一年間も実験 した
い, と申し出た。あとでバークレーの関係者たちは

口をそろえて,私の手紙がなかったら, このサイク
ロトロンはその 6月 に終っていただろう, と云つて

いた。それから一年余を経た1975年 6月 末日,その
最後のマシン・ タイムをも東大グループが享受する

ことになつたのは,幸せこの上 もない。この日, 永
嶺君 と西田君 (院生 )は,高温の球形ニックル金属
を愛称「 サガネ電磁石 」に入れて,μ

+の
内 部磁場

の異常温度依存性を確認していた。

このバークレーでのパ Rプ ロジェク トは,次 にグ
ァンタープァーで行 う本格的μSRの基礎がためにな

つたばか りか,他の領域にかける共同研究の開拓に

も役立つた。永宮君はチェンバレン・ グループにと

どま り,ベ ヴァラッタでの高エネルギー重イオンの

実験の中心になっている。

さて,最後にグァンクーグァーのTRItINIFに つい
て一言のべ よう。 これは,世界三大メノン・ファク
トリーの一つで,大量のパイ中間子, ミュオンを生

みだす。1975年 6月 に, 中間子がめでた く誕生 した。

東大グループは,東 レ科学振興会の助成金をもとに
最新式μSRの 装置を建設し,又 ,μ SR専用 ピームラ

インにも寄与し,準備は完了している。ここでは

μSR物性やミュオニウム化学のプロジェク トが走 り

だそうとしている。永嶺君を中心とする東大グルー

プは, この他にも,負 ミュオンの人工偏極法, ミュ
オン原子 X線 の円偏光演1定など,全 く新 らしいプロ

ポーザルを出し,実験評価委員会で トップにランク

された。 この海外協力研究は学振の事業 として行わ

れてお り,向 う三年間継続される予定である。
中間子―この魅力ある人工粒子の効能は科学の広

い領域に及な うとしている。今, われわれの願いは,

近い将来にぜひ日本でこのような研究を実現させた

いということである。さいわい,高 エネルギー研究
所の500MeVブ ースター・シンクロトロンが動きだし

ているので, これに中間子 ピーム・ チャネルをつけ
たい。ブースター・ シンクロトロンの強度は lμA〈

らいとすると,一 次粒子強度にかいてメノン・ ファ
ク トリーに対抗できるものではない。しかし,超伝
導ソレノイド(長 さ 5～ 10m,内 径15切 くらい )を
つけると, ミュオン強度は通常のQ電磁石チャネル

よりも100倍 よ〈なる,と いうことがゎかってきたか

ら, ガッカリするに及ばない。 “ブースター+超伝
導チャネル

｀
は “メソン・ ファク トリー十通常チャ

ネル と同等になる。 ヴァンクーヴァーの協力研究
が一区切りつ く頃には, この日本のファシリティで

実験がスタートしてくれれば, と願っている。
バークレーの184イ ンチ・サイタロトロンを日本に

もっていつては, とい う夢のような話もある。 シン

クロサイクロトロンは原理的に安定性の良い加速器

である。われわれのバークレーでの経験によれば ,

オペレーターが起動させてから15分 後に中間子 ピー

ムはいつも安定に実験室に流れてきた。叉,故障は
滅多におこらなかった。だから,理学部の規模でも
つ加速器 としては, もっともバラェティと新 らしさ

に富んだものではないか, と云えるのである。

原子核物理学はますます面白くなると思 う。核内

でパイ中間子の凝縮が起っているか, という疑間は ,

今のところ全 く答えられていないし, タォークその

他の多体系としての振舞いは少しも明らか rCな つて

いない。それ と同時FC,原子核や中間子は,他の学
問 との結節点 として大事であることは云 うまでもな

い。だからわれわれは,近い将来の理学部での研究
のあり方を真会Uに議論しているのでぁる。

Stieler's Handatlasと 佐久間象山

文 (地理 。名誉教授 )

佐久間象山  の業績を研究している増riR淑氏が来学されて,「stie_

男田多

私がまだ現職で地理学教室にいた頃,
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lertt lhndatlasと いうのはどんな地図帳でせ うか」

と訊かれた。 Sticler s Handatiasと 云えば戦前に ド

イツGOthaの JusthuS Perthus社 が出版 した地図帳

でぁって,その資料の正確なことと印刷の鮮明なこ

とで Alld reeの地図帳と共に世界に冠たるものであつた。

英国では第一次大戦中に Stお le rの 手法を無断借用

して今日見る様な立派な地図帳を出すようrCな った

ソ連は第 2次大戦後, Cbhaの設備をモスコウに移

して地図帳を出す ようになつたと噂される。地理学

教室には新 。旧版の Suelers Handatlasが 数冊ある

ので,増沢氏FCお見せ した所,その中で古色蒼然た

る一冊,併 し銅版帰1で鮮明な第Ⅲ版 (1857年刊行 )

を取上げて,「 これこそ佐久間象山が愛用された地

図帳そのものではないか 」と驚かれた。

この地図帳は地図の蒐集家秋岡武次郎博士が赤門

前の古本屋で買って,昭和初年に地理学教室rC寄贈

されたものである。地図帳の巻首lFCは朱の捺印があ

り,その半分は切取 られてはつきりしないが「 長崎

官衛 Jと だけ読める。増沢氏によると, この印は長

崎の幕府出張官の出した輸入許可印であり,此時,

この地図帳が 3冊輸入されたと云う。その 1冊は葵

文庫にあり, 1冊はどこそこ (失念 )1/Cあ り,残 り

の 1冊が佐久間象山所有だつたのが,行方不明にな

っていたものであると云う。

Handatlasと いつても,袖珍本ではなく37c〃 X27m

X5mぁ り,相当大IIP分厚のものである。83図 から
なり,第 2-3図 は月の図,第 4図は太陽系,第 5

図 aには赤道以南にて眺め得る星座, bには赤道以

北の星座をあげ,第 10図 には世界の山岳高低比較図

があり,第 50図 cには西南オース トラリアのゴール

ド・デス トリクテが記入 してある。以下増沢氏の

著書から抄録する。

佐久間象山は文久 2年江戸の村上誠之丞の世話で

万国地図帳を手に入れた。その礼状 rC「 ハンドア ト

ラスに至 り候ては精絶妙絶心目を驚かし申候。_巻首

の天体にもネプチュニスの両月を始とし,是迄伝聞

のみにて名を辮へ候はぬ新惑星20箇 に及び, 5世界

11月 初旬のある日,学部長か ら連絡があって, イ

ンドネシア大ギの視察団が理学部を訪問するから会

の山岳高低,列国の分界,ア ウス トラリアの金穴に

至る迄これを掌上に視候如 く,是 にてこそ真の有用

の地図と称す可じと殊に辱けなく大慶致し候 」とあ

る。更rC象山は「 5年前 (安政 4年 )に於て開板相

成候精 しき地図」と書いている事からこの銅IIX彫刻

の鮮明のものであつたと考えられ,地理学教室所蔵

のものがそれに当るのではなからうか。象山のもっ

ていた世界的知識は梁川星巌に送つた手紙の中に防

今の世は和漢の学識のみにては何分行届かず,是非

共 5大洲を総括致候大経済て之な〈ては叶い難 く候。

全世界の形勢コロンピウスが究理の力を以て新世界

を発見し, コベルニキュスが地動の説を発明し, ネ

ウトンが重力引力の実理を究知 し, 3大 発明以来万

般の学術皆其根抵を得,印 しも虚誕
の筋なく,悉皆

着実 lFC相成,欧羅巴,弥利堅諸州次第に面目を改め,

蒸気船,マ グネチセ,テ レガラフ等創生 し候に至 り

候て実に造化の工を奪い候儀にて愕 く可 〈怖る可き

模様に相成候 」とあることからも解る.蒸気船 1隻

もなく鉄道 も1里 もない当時のわが邦の現状を見て

外国 と事を構えることの危険を痛切に感じていたの

である。

象山は元治元年京都に上つた時 もこの地図を持参

していた。公務 日記 4月 23日 の条に「 午后山階宮ヘ

参 じ地図を御覧に入る。御感賞あり」とあり, 5月

15日 には中川官に拝謁 しているが,此時 も地図を以

って時勢を御話申し上げた事 と思われる。かく山階,

中川両宮殷下,二条関白に拝謁 した際は必ず世界地

図を拡げて御話 したらしい。 7月 17日 即 ち象山遭難

の日にも午前の中より馬に騎つて世界地図を携へ山

階宮へ伺候 した。帰途には秘蔵の地図帳を徒者塚田

五左衛門に持たせて家に帰 らしめ,薄暮高瀬川に沿

い木屋町通 りを上 らんとして三条通附近で凶徒の手

にか ゝリイトれた。この地図帳の行方はその後解 らな

くなった。

東大地理学教室の地図帳を見る度に象山の識見を

懐 う次第である。

南の島から来た客

朽 津 耕  三  (化学)

って欲 しいとのお話であった。

一行は,理学部長 と化学科主任 (膝ずれ もMrs.),



化学科の職員 2名 と学生 3名 (すべてMr.)で,国
際交流基金のお世話により来日し, 日本の大学を仙
台から広島まで訪ねるので,ま ず東大から始めると
のことであった。

彼等は11月 11日 のろさ,部長室に現われ,植村先
生,吉野事務長と私がまず出迎えた。みんな非常に
入なつこい人たちだったので,す ぐに親 しくなつた。
職員の中には東工大に留学 したことのある人がいて

日本語を話 したり読んだり出来るのはその人だけの

ようであつた。用意 しておいた二,三 の資料により,
日本の教育制度の概要を説明し,東大 とくに理学部
にかける教育につき紹介 したのがおもな話題で,彼
等は終始熱心にメモをとっていた。彼等の質問から

みて関心が強いと思われた事柄には,(1)わ れわれの

入学試験制度,("卒業生の進路 と就職状況,(め理学
部における国際人物交流,(4)化 学の各分野での教育

上の分担協力関係, などがあつた。現在東大には,

理科系の全学部 。研究所 1/Cそれぞれ化学 と直接また

は間接に関係ある教室・研究室がぁる。それ らがど

のように教育を分担 し,研究連絡と協力をどのよう
に行なっているか, という問題が(4)の 内容である。
単に “化学教室“ といっても,その組織や規模は国
により大学 1/Cよ って大幅に異なり,極端な場合には ,
東大の化学系のあらゆる教室をまとめて壮大なビル

に結集 したような化学教室を持つ大学 もある。彼等

の話によると, ィンドネシア大学の場合 もややそれ

に近 く,生化学 。薬学・食糧化学・高分子化学など
に対する関心が強いよう1/C見 うけられた。石油化学

に関する教育が重視されていると語つていたのも,

土地柄によるものであろう。

昼近くなったので,三 四郎池などで写真を撮つた
りしながら赤門学士会館に行き, ここであらかじめ

声をかけておいた化学教室のメンバー 6名 が加わっ

た。荒田洋治助教授,秋葉欣哉講師, 4年生の田中
美智子,高林ふじ子 正田晋一郎,杉 田教文の諸君
である。どちらの学生たちも英語は相当上手で,食
卓でにぎやかに話 しあっていた。内容の大部分は食

べ物のことだったらしい。来 日直後にしては,われ
われの淡自な料理 rCも とまどう様子は見られなかっ

た。 (昨年アムステルタ・ムに行ったとき, インドネ
シア料理店が多いのに驚いた。香辛料が よく利いた

南国独特の味は,い まだにォランダ人に愛好されて
いるのだろうか。 )
午后は化学教室に来てもらつた。化学科の学部・

大学院にかけるカリキュラムを説明したのち,授業
中の講義室,図書室,実験室を案内した。学生実験
室の配置や,図書室におかれた電算機による情報検
索にと〈に興味を持ったようである。実験机の寸法

を測ってメモをとつたりしていた。ぁとの予定が詰

まつていたために,最後は慌ただしく別れることに
なって し液った。 もう少 し時間があれば,研究室を
もつとよく見せたり,彼等の大学の話をもっと詳 し
く間けたのにと残念だった。

学生たちは化学の懸賞論文に入賞し,その御褒美
の旅行だったそうでぁる。おそらく,われわれがテ
レビのクイズを正解 してハヮィに行 くよりはずっと

難 しかったことだろう。それだけに,彼等はみんな
好青年だつた。こちらの学生諸君に,奨学金,寮 ,

カウンセリングのことなどをいろいろと質問し,将
来は教職につきたいと語つていたそ うでぁる。文献

が日本とちがって入手 し1/Cく いので, コピーを送つ

て欲 しいと頼まれた人 もいた。

彼等はか土産 rCィ ンドネシア大学の小さな旗を残

していつた。化学教室の事務室に置かれたこの旗を

眺めなが ら,いつか東大の旗をもつてジャカルタを
訪ね彼等に再会する日があるだろうかと考えている。
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台湾植物べっ見記

川上 幸 男様

12月 4日  玉利幸次郎
今回の台湾の御出張ではさぞ有

形無形の御収穫が多かったと存じ

お祝い致 し蛮す。今後のあなた方

の御活動を期待しております。又,

お手数をおかけした横榔′心芋は無

事落手しました。 2日 に着き即刻

川砂で鉢植じ最低2♂ 0の 私宅の温

室に入れましたところ,今朝見ま
すと子供の方が皆新 しい葉を伸ば

し始めております。殖えたら私自

身自宅でも栽培 しますが,沖縄で
栽培 してもらいたい, と思って居

ります。どれだけ彼地の産業 (農

業 )に役立つか知れません。今年

の 4月 に那覇の市場を坂崎君と見

た時,其貧弱さは涙なくしてみ ら
れない様な有様で,彼地の水芋は
2種 ありますが,皆,ゆ てて,市
場に出て居 りました。其価額の高

い事,何故かと尋ねました処,殆
んど祝い事の時用いるとの事でし

表
=。

績榔心芋のアイスクリームが美

味だったとの事, このNttsは私
も初めてで,大変 うれ しく,又 ,

面白〈読みました。如何にして製

造するか知 りたいものです。………

……以下略。

台湾南部の屏東から北へ30数 キ

ロいくと旗山鎮がある。こゝに,旗山の氷店 と称す
る小さな店があり,芋仔泳洪淋 (強いて訳せば Ool∝
casia lce¨ cream)の その うまさといったら舌がと
ろけるほどでぁる。それが, なんとわずか 5円 であ

る。 (日 本円にすると 8倍の40円 )

玉利幸次郎といえば日本の園芸植物の育ての親と

いつても過言ではない人である。福羽逸人,松崎直

男 (植物園 )

枝は今は亡いが, この人は老いてなお若人をしのぐ

情熱家である。故中井猛之進博士 とのボゴールでの

生活は知る人ぞ知るでぁる。 メキシコにおける玉利

氏の名声は今なおやむことがない。そんなことより,

今にして目を見はるものがあるのは,青年であるが
如き情熱をこんどは沖縄に注いでいることでぁる。

喜寿とか米寿とかいわれる年 も忘れたかのように。

幸上

固 匠 分 候 氣 湾 蔓
(法 細 分 氏 本 1l Hif'()

Tho Divisione of Taiw,n climates

(According to W. Koppen,

候氣湖濃曖温部北束

候氣雨li季 冬暖温部llll

候気雨寡季冬牛熱部南西

候氣林雨幣熱部脅,東

候気潤濠城温地uJ`“ 1,

候氣冷宋雨寡季劉 1高都中
■ヽリン/‐塀山翠ト

回
国
国
□
国
国

a滅晩 山曹能_
投南

・義襲 h`avi

辞
Ｆ
ａGcf

」じ轟u
秀
ヽ
識岨『
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この横榔心芋 を帰 りの台北空港へ届けて くれた康

阿経 由氏 (台 湾省林務局技正 )に心か らか礼 を述べ

たい。

台北には じ液 り台北に終 った私の台湾の旅はこの

一事をもって しても悔いのないものであつたといえる。

では,は じめてみ る南の島,台 湾べっ見記の幕を

あけ ることにしょう。

台北植物園  台北植物園は正 しくは台湾省林業

試験所台北植物園 T」 Wan FOrestry Research lnstト

tute, Taipei BOtanical Gardenで ある。台北 1訳 を

下 りると南へ省立博物館のある台1ヒ新公園を左に見

なが ら車を走 らせ総統府 を見なが ら右へ曲るとアカ

ギ Bischofia javaniCaの かな りの大い木の並木があ

り,す ぐ17C台北地方法院を左へ 曲り真直 ぐいったつ

き当 りが正門入口である。台北市内でカユプテ Me―

laleuca leucadendraの 並木やガジュマル Ficus_

retusa の眉玉づ くりの並木 を見てエキゾチカルな

気分 rCひ たされ, この植物園の正門に立つ とい きな

り大王ヤシ ROystonea regiaや ピロウLivistona

chinensisの 大 木が た ちはだか る。人 口わきの民

家に Pittosporllrn formosanurnの オレンジの実がた

わわになつているのにぉ どろく。

とにか くグツキツMurraya paniculataが 生垣にな

リクロトンが雑木のようにいたるところにある光景,

イン ドシメン Pterocarpus indicus,亜 杉 Taiwania

cryptomerioides,ヾ フクラギ Q rbera manghas,ソ

テ ツジュロPhOenix hanCeana formosana(台 湾海棗 ,

糠榔 ), フクギ Garcinia spica ta,ホ ウオ ウボク

Delonix regia,毛 柿 DiOspyros discolorな どが大木

で植栽されているのであるか ら東京か ら 3時 Fnlほ ど

で来た者にはびっくりである。面 白ねことに Thun―

bergiaの 四阿がちょうど日本の藤棚のようになつて

いてみごとに花咲いていた。クロ トンに隣 り合わせ

てムクグnbiscus syriacuSが 植え られているのに

オヤと思つて見つめる。温室があるが,実 は冷室扱い

にしているようで,中 にはキクやジュニパーなどの

鉢植えが並べ られている。まさに日本 とは反対であ

る。小石川て大事に育て ヽいる温室植物はすべて戸

外である。 ソーセージノキKigelia pinnataは 大木で

あったが残念なが らユーモラスな果実は見 られなか

つた。

池にはカミガヤツリが中心にあり, まわりはオオ

ォ‐バス Vict。 lia regiaがみごとに花咲いていた。

葉は70～80切位の大きさであった。入園者はかなり

あって,子供連れ,アベックがいるかと思 うと, ポ

カンとベンチに腰かけている老人などがいて適当にたの

しス′でいる。子供は 日本の子供達 と全 く変 りがない。

顔つきも皮膚の色も同 じの私 自身も黙ってさえいれ

ば彼 らと同 じ同胞である。

この植物園の植物数は民国62年 の調べ とい うが ,

180科 ,616属 ,1ュ43種 あるとい う。案内の康さん の

話ではこの数字の一部は南部の墾 丁植物 園の分 も

入 つているとい う。国内にある林業陳列館は展示が

しつか りしていて参考 になる。

康さんは今回の旅行に終始同行 して 〈れた林務局

の技正の方であ り, なかなかの植物通である。

台北市内を車で走 り並木の種類をいろいろメモ じ

ていると, Eucalyptus,cas uarina,Melaleuca,Cin―

namom u m , BischOfia , Li宙 ston a , Liquidamber,

Ficus, PhOenix,Bombaxな どが次々とあがって く

るが,康 さん案によると, ミクク ラギやモモ′マナ

Swietenia mahogani,オ オバアカテツ Ficus caulo―

carpa, フクギ, ヤラポCalopllyllum inOphyllum(紅

厚殻 )を 植えた方が よいとい う。耳を傾けるに値す

る意見ではないかと思 う。

高雄 より墾丁への道  1ヒ緯25度の台北か ら南へ

飛行機で40分ほ ど,北緯 227度 の高雄へ くると急に

暑さが肌に伝Tわ り汗ばんで くる。 日本の 8月 の陽気

である。高雄空港で墾丁植物園主任の甘坤燈氏の出

迎えを受ける。 この人は故佐 々木爵―発 生の高弟 と

か。勿論, 日本語 もわかるし,植物 も明るい。
車か ら見る台湾南部の風景はいよいよ熱帯的であ

る。30～ 50年生のココヤシOocos nudfera(可可椰子)

の並木は,根まわ りの下草が よく刈 られていて立派
である。

やがて広いサ トウキ ビ畑が展開す る。サ トウキ ビ

を運ぶ鉄路 と道路 とがいっしょである。途中でゴ ト

ゴ トと荷 をつんだ列車が通 るのにで くわす。 高屏渓

の河岸 にはアスパラガスが栽培されている。渓はつ

液 り川だが,荒川の 3倍位の川巾がある。甘氏の話
ではタマネギも栽培 しているとい う。 日本へ も輸出

しているとのこと。一昔まえの逆 rCな つているよう

だ。

ココヤンの並木はどこまで もどこまでもつ ゞく。

行 きか うトラックや乗用車 1/Cま しってオー トバイが

多い。 しか も 2人 の りがび つくりするほ ど多い。

屏東には林務局恒春管理所があり, こ ゝで,車 ,

運転手の手配を して くれた副所長の林徳勝氏にあう。

前庭 rCは Araucaria excels aの 若本が列植され門の

そばにはマニ ラランジンボクTerminalia calanlansa―
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naiの高さ12～ 3mの大木があ り,根元がや ゝ盤根

化 している。

一体み して, いよい よ墾丁へ と向か う。 ココヤシ

の木が再びあらわれ,後方へと走 り去る。 畠には大豆

があおあお とし,メ」りとられた稲田が展開する。バ

ナナ畠, ビンロウAreca cateCh● の林,刺竹 Barn―

busa stenOstachyaの 林叢が度々出現する。集落に

入 るとパノくイャ, イン ドポダイジュ, ホウオ ウボク

が独立木的に家 々の軒先に植え られている。民家や

小学校などの門前には大王ヤシとともにクロトン,

ブ ッソウグがた くさん植え られている。紡山をす ぎ

るころになると道路の両がわはココヤンがなくなり

Casuarinaの 並木に変 る。 これ もみごととい うほか

な1い 。 C.equisetifOlia, 0.glauca, 0.nana, C.

strict aな どが混在 していて一種ではないことがわ

かる。ぼつぼつ海が見えて くる。東シナ海であろう。

海浜 と山がわにサイザルAgave sisalanaの 畠がおど

この本は新書版であったので,実は気軽にふらり

と門を入るつもりで頁をあけたところ,庭 の景色に

みとれてあちらこちらとさまよい,再び門を出たと

きには世の中が変つてしまつた心地が した, とい う

のがまず読後感である。畠違いの人間が見当外れの

ことをい うのは地理学教室の鈴木さん 1/Cと つては大

変なご迷惑ではないかとも思 うが, しば らくご辛抱

願 うことにしよう。

見れども見えず, ということがあるが “氷河時代

をさぐる
い
の章を読むと何から何まで, ゴッホの風

景画から,椿の葉の7//に至るまで,氷河時代やこれ
にまつわる環境の刻印であることを知らされる。な

だらかに波 うつ田園的な地形は周氷河性波状地であ

り,椿の葉のように雨滴がすばやく地面に落ちる形

をもつ植物の化石が多ければそこはかって多雨地帝

であった, とぃぅ具合である。まことに見る目があ

れば森羅万象が過去の化石とみえる。雨の化石,雹
の化石,雷の化石まであるのには驚いた。風の化石

ろ〈ほどの広さで展開する。時 ,々水牛がのんび り
と草をはんでいる。このサイザルがでてくる辺りは

ちょうど南伊豆へ行ったような感覚になる。低木 と

してはランタナが雑木化しており,下草にクリトリ

ア 01itoria ternatea,ブ ルンバゴPlu nbago zeylani‐

ca,キンゴジカSida rhOmbif。 li a(金 午時花 )が無雑

作に出現する。とくにギリシャ語のKleitOris か ら

由来 している名のタリトリアは鮮青色,淡桃色, 自
色などがあり,若いの,中 年の,年寄 りのなどと談
笑 したものだ。

ピンクの花が満開な中木は風船アカメガシフKle―

lnhovia hos pitaで ずいぶん とたくさん生えている。

もう, この辺は当然塩風の影響もか /」‐りのものと思

う。ニンジンボクVitex sp も海浜に多い。サイザ

ルは感心するほど圧倒される位の風景である。道路

わさに入工植栽されているキョウチク トウが何故か

異質のように思える。

さあ, もうすぐ墾丁熱帯植物園である。

という言葉はなかったが,過去の気候を復元して 2

万年前のヴュルム氷期の風の方向と植生の書き込ま

れた世界地図の前ではかなり長い時間考え込んでじ

まつた。

こうして次の章 “ヴュルム氷期の世界“へ入つて

ゆ くと,す ぎ去つたヴュルム氷期の世界が見事 1/C復

元されて目の前に景色を見る想いがする。たとえば

緑におおわれたサハラとかジャワ海, アラフラ海の

なかつた頃のユーラシア大陸の東南端,ボルネオ,
ジャワあたりの巨大な半島と,そのはるかかなたの

大洋洲 と地続きのニューギニアからなる大陸にそれ

ぞれ住みついた動4/8群などが現前する。 (こ の間に

ウォーレス線が引かれる)そ して驚いたことに緑
野が砂漠となり,陸が海 lrrな るのも,た どつてゆく
と赤道西風の蛇行の一寸 したさじ加減ということで

あつた。風の吹 く淡 風ゝまかせとは恐 しいことにな

つたと思いながら, “来るべき氷河時代と人類“ヘ

と読みす んゝでゆくと,人間のからだから, ものの

私の読んだ本 (26)

鈴 木 秀 夫 著

「 ラК  '可  時  小こ」 一 人類 の未 来 は どうな るか 一  (講談社,現代新書,1975)

下 清 一 良6(動物)木

-15-



考え方,思想,文明 1/C至 るまで氷河時代 か らの亥」印
ででき上 っていること,つ ま り,人間の存在 も風ま

かせ とい うことになった。鼻が低いの も, 日本人が

煮え さらないのも,移 りかわってゆ 〈気候が人間の

か らだや精神にさざみつけた痕跡である。人間の 自

由などと言つてみても,所詮,仏様の掌の上の孫悟

空 よろ しくといった按配で あることを思い知 らされ

る。

最後に,来るべ き氷河時代はこれまで地球上で覇
をとなえていた “中緯度人“が しば らく続いた優位

の座 をお りる時であるとい う不気味な予言がある。

サハ ラ砂漠の中にのこるタッシリの遺跡は,未来の

中緯度人の運命を暗示 しているとい うことであろ う

か。われわれの運命 も風 lFCも てあそばれるはかない

ものと知った。気ま ぐれの代名詞の ような風が人類

にこれほ どまでに大 きい影響を及ぼ していること,

く学部消息〉

12月理学部会合日誌

12月 8日 (月)理 系 委 員 会  21oO～ 5.00

また,風のように去るという程あとを残さぬ風を数

万年前までさかのぼってその吹き方を復元されたこ

となど,素人にもわかる形で最近の地理学の進歩の

一端を見せていたゞいた気が した。

この本が何故面白いかというと,確実な資料が提

出されているからというよりも,む しろ,著者自身
が述べておられるように,世 界の認識像を得ること

が研究者のもう一つ重要な仕事であるという自党に

もとずいた記述があるからではなかろうか。衰弱じ

た精神の持ちぬしの唱える証明なるものは,お よそ

科学の精神からはもっとも遠い詮索にしかなり得な

いと思つていたので,思わず快哉を叫んだが,す ぐ

続いて,確実なことのみを語ろうとする日本の学問

的風土 もまた,氷河時代以来の風土の遺物であると
い う文章にであつて,ま た考えこんでしまつた。

教授会メモ

12月 17日 (水 )定例教授会

理学部 4号館 1320

1.前 回議事録の承認
2 人事異動等報告     

｀

3 人事委員会報告 (末本 )
4 会計委員会報告 (佐 々木 )
①昭和50年度設備更新費配分案

②大学院教育研究設備費配分案

③エレベーター保守料配分案

④清掃費

⑤ l13和 51年度営繕工事要求事項

等の説明

5 教務委員会報告 (鈴木 )

0

10日 OЮ

15日 0)

16日 C●

17日 OЮ

24日 ●Ю

〔助 手 〕

教室    官職
物 理  助  手

人 事 委 員 会  1.30～ 300

教 務 委 員 会  130～ 400

主 任 会 議 3.00～ 500

理 職 定 例 交渉  12.30～ 200

将来計画委員会  300～ 5.00

教 授 会 130～ 4,10

主 任 会 議  130～ 2.30 01

氏

吉 沢

考

動異事人

微

発今年月日   異  動  内  容
501216  生産技術研究所助教授昇任
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荻原名誉教授の授賞
`

荻原雄蘭名誉教授は, この度「 天体からの集大成」

rCよ り,昭和50年度朝日賞を授賞された。理学部一

同心からか慶ぴ申しあげます。

高宮名誉教授の御逝去

高宮 篤 先生:力 亡ヽ くなられました。

先生の経歴 ,業績等につきましては,理学部の拡

報“の第 3巻 4号に.の つておりますので既に御存知

のことと思います。

先生は昭和召牟 4月 東京大学退官後,東 邦大学理

学部生物学教室に移られました。非常にお元気で,

研究に教育に御活躍でした。近年あごひげをのばさ

れて,外見だけは仙人のようになられましたが,お
元気なことは昔と少しも変らず,む しろ前よりも元

気になられたような位でした。

しかし昨年10月 24日 に直腸癌で東京女子医大の附

属病院に入院されました。 1週間程前の福岡での日

本生化学会の大会のときにはな元気で,お病気など

は全く考えられませんでした。突然のことで驚きま

した。lo月 30日 の手術,11月 11日 の再手術で,癌の

転移もなく手術もうまくゆき,間 もな〈お元気にな

られるだろうとうかがつておりました。 しかし11月

24日 ごろから血清肝炎の症状が見られ,12月 3日 に

は昏睡状態になられました。人工肝臓透析によって

一時は快方に向われました。今年のはじめ出血があ

り, 1月 4日 には再び昏睡状態になられ,その後の

病状は思わしくな〈, 1月 16日 午後 8時 30分 ,かな
くなりになりました。病名は肝不全とのことです。

.御葬儀は 1月 24日 午後 1時 より芝増上寺会館で行

われました。

つい数ケ月前まで,いろいろ先生に御教導いただ
いておりましたのに,今先生をうしなつたことは,

信 じられない,又信 じた くないような気がいたしま

すが,な によりも非常に残念で,残念でなりません。

(森田記 )

編 集 後 記

本号は,正月号ということで,盛沢山の内容にな

りましたが, どのす篇をとつても,執筆者の心がぁ
らわれておりすす。学年を通 して,一番忙 しい時期
でありますが,ゆ つくり味読 して頂きたく思います。
尚,前号 小倉謙先生の論文の うち, 2頁左段12
行 日の「 …の一資料にもとづき」は「 …の下資料に

もと」,又 3頁右段 6行 日の「 …正面 」は「…正門」
に訂正いた します。
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